
◆ 人口減対策 ・地域起こし協力隊の大量採用
　・町内会の在り方と船川連合会の必要性
　・市職員の地域担当性
　・所有者不明土地、家屋の対応について

◆ 観　　　光 ・鵜ノ崎をきちんとしたキャンプ場に外灯も
　・日本財団のプロジェクトに申請の請願に賛成討論
　・観光地としての取り組みのあり方

◆ 産 業 振 興 ・漁業支援について（ハタハタ不漁につき）
　・温浴ランドの民間譲渡について
　・観光のトイレの洋式化の必要性
　・市内業者の見積作成に予算をつけるべき

◆ 教　　　育 ・船越こども園園長のビジョンについて
　・船越こども園の手摺等施設について
　・タブレット授業への教師サポートメクビット導入について

◆ 環 境 整 備 ・マックスバリュ店頭前にバス停を
　・船川高台地域（緑ヶ丘など）の交通弱者の救済を
　・八郎湖のアオコ対策について
　・避難路（旭ヶ丘～南ヶ丘）の整備で孤立化解消
　・１軒全てでなくとも寝室のみフレームで耐震化を
　・LINEでの市民サービスと通報システム
　・イトク羽立店撤退につき買物難民を救済

男鹿が変わってきました。
だんだんと活気がでてきつつあります。
市内外からの起業家、事業者も
男鹿を舞台に元気に展開活躍しています。
それと共にまだまだ手を尽くさなければならない分野が
あります。地元の人や男鹿市の従来の産業が元気に
なれる政策にも、もっと力を入れてまいります。
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4年間で（委員会を除く）本会議場では156回の発言をしました。

討議資料

佐藤まこと
男鹿市議会議員

目標としてきた内容については以下のように提言、質問してきました。
市当局のご努力により実現できたこと、すぐには解決しないこともありますが、与えられた課題として諦めることなく
真摯に果敢に取り組んでまいります。

 ー

　市役所が近いので直接対応している △

　実施済も機能してない地区もあり 〇

 ー

　全体計画の中で検討する △

　民間業者が興味を示した 〇

 ー

　継続支援（２年間）実施 ◎
　無償譲渡＋１億円に異議 〇

　拠点のトイレの整備をしていく △

　建設業協会の取りまとめによる △

　架け橋プログラム、非認知能力の推進 〇

　子育て環境日本一との整合性について △

　導入済 ◎

　バス乗り入れ実施 ◎
　実証実験 → 定額予約タクシー 〇

　協議会に参加し提言中 〇

　費用対効果で考えていない ✕

　予算化された ◎
　施設の予約や、道路の通報が可能に ◎
　船越までの循環バス ◎

市の回答と進捗 自己評価

挑戦　責任　誠実　実行



産業振興
・農林水産業も加工、養殖、さらに6次産業化で多角経営化。
・市民参加型軽トラ市開催。
・雇用を供なう企業誘致。
・景観の中での体験型観光。

防災危機管理
・空家、孤立集落、避難所、避難
訓練、クマ撲滅作戦。
・消防団と消防署との連携。
・道路維持管理（除雪、草刈）。

健康医療
・みなと病院の健全経営。
・健康寿命延伸。

介護 福祉  生活者支援
・介護従事者の処遇改善。
・物価高騰対策。
・シェアハウス、地域コミュニティ。
・町内会、活性化、地域連携。

環境エネルギー
・ペロブスカイト太陽電池の推進。
・エネルギーの地産地消。
・八郎湖アオコ対策。

少子化対策
・子育て環境の充実　男鹿を遊ぶ＋全天候型遊び場。
・家庭での心情の育みが最も重要。
・男鹿市民みんなで育てる男鹿っ子。
・病児保育。
・子ども送迎ステーション（小学生も）。
・駄菓子屋併設の学童保育。

議会改革
・議会中継。録画配信推進。
・超会派での協議。
・市民会議。

教育政策
・デジタル教育と共に想像力、集中力、感覚の
発達。体験型学習も。
・生涯学習の推進。

が
溢れるまちづくり
ありがとう! 
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昭和31年　船川港女川生まれ
秋田南高校卒業（11期）
東北工業大学建築学科卒
設計事務所勤務（仙台市）
商社勤務（大阪、東京）
平成５年　男鹿に帰郷  ㈱佐藤建設工業入社
平成７年　一級建築士取得
船川南小学校、男鹿南中学校元PTA会長
平成22年　市議会議員初当選  以降４期連続
平成28年　市民会議を企画開催（超会派）
平成29年　市長選に出馬
令和４年　市議会議員4期連続当選

経　　　　歴

会派明政会会長
教育厚生委員長
議会運営委員
都市計画審議員
消防一部事務組合議員
男鹿南中体育文化後援会副会長
一級建築士事務所管理建築士

現　　　　在

佐藤まこと後援会 〒010-0511 男鹿市船川港船川字海岸通り二号2-17
0185-24-3103 090-2367-7971TEL/FAX 携帯

後援会申込は随時受けつけています


